
ディディクリックは、新生児から幼児まで成
長に応じて無段階にサイズを調節できる
赤ちゃんに優しい抱っこ紐です。
装着はシンプルで、日常的に赤ちゃんを抱っ
こするパパママはもちろん、時々抱っこをす
るご家族にもおすすめです。
ウエストベルトがしっかり支えるので、活発
なお子さんも安心です。
背中や肩の布を広げれば、より体重分散して
負担を軽減します。
赤ちゃんの身長と股幅に合わせて背当てを調
節し、赤ちゃんとぴったり密着するまでショ
ルダーストラップを引き締めることがポイン
トです。この説明書では、基本の巻き方の他、
ディディクリックをセットしてから赤ちゃん
を抱き入れる「プリタイド編」もご紹介しま
す。

新生児から幼児までぴったり
フィットする抱っこ紐

ディディクリック

抱っこ

らくらく

体重分
散

いつから 新生児～
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赤ちゃんが快適なM字型開脚を保つようにディディクリックの下部の股幅を調整しておきましょう。

ウエストベルトの位置は赤ちゃんの大きさによります。小さい赤ちゃんはウエストベルトをみぞおちの下あたりに、大きいお子さんは腰骨の
上あたりに位置すると良いです。使用者とお子さんにとって快適な位置にしましょう。

バックルの安全な留め方

バックルを留めます。 ストラップのあまりを安全
用ゴムループの外に出しま
す。

ウェストベルトをしっか
り引き締めます。

バックルを反対側のベルト
の安全用ゴムループに通し
ます。

ストラップのあまりを丸
め、安全用ゴムループで
まとめます。

④① ② ③

⑤

調整紐が表にくるように背当て
を持ち、ショルダーストラップ
を肩にかけます。

ウエストベルトを後に回し、 ウエストの高さでバックルを留
めます。

ディディクリックの準備

① ② ③

⑤

準備完了です。

④

ウェストベルトを装着して
いない状態で、赤ちゃん
を平らに広げたディディク
リックの上に寝かせます。

赤ちゃんの膝を持ちあ
げていた時に、布が膝
裏から膝裏へ届くよう
に幅を調整します。

背当ての幅はマジックテー
プで調整できます。

装着前の確認

ディディクリック 抱っこ

幅を調整した後に引き
紐を引いて固定具で固
定します。

シート幅の調整

④① ② ③
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基本の抱き入れ～引き締め

ディディクリック 抱っこ

赤ちゃんを抱っこし、M字開脚
姿勢になるようしっかりと支え
ます。

背当てを引き上げながら、ショル
ダーストラップを肩にかけます。

両方のショルダーストラップを短
く持ち、背当てを引き上げます。

① ② ③

反対側も同様に交差し、赤ちゃんのお尻をしっかり支え
ながら、片方のショルダースト
ラップをつかみ、交差します。

束で斜め下方向に引き締めます。

反対側も同様に引き締めます。
両方のショルダーストラップを
引き締めたら、

束で引き締めます。

しっかり密着させるため、部分的
に引き締めていきます。お尻を
支えながら、ショルダーストラッ
プの上部を持ち引き締めます。

続いて中部、下部と３等分をイ
メージして少しずつ引き締めま
す。

④

両方のショルダーストラップを肩
にかけ、お好みで肩の上に広げ
ます。

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

束でもう一回引き締めます。

⑫

赤ちゃんをしっかりと支えながら行います。〈基本の抱き入れ～引き締め〉が難しいと感じる場合は、P5〈プリタイド〉をご参考ください。
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基本の抱き入れ

ディディクリック 抱っこ

お尻の下で交差し、両方束で引き締めたら、 ストラップを脚の下に通し、

⑬ ⑭ ⑮ ⑯

再び脚の下を通し、

後ろで２回結びます。 完成です。

⑱⑰

密着感の確認をします。赤
ちゃんを手で支えながら前屈
みになり、赤ちゃんが密着す
れば大丈夫です。

⑲

前かがみになったとき自
分の胸と赤ちゃんの胸が
離れてしまうなら密着が
不十分です。隙間がある
と赤ちゃんの姿勢が保て
ない上にグラグラ揺れて
不安定になるので、お辞
儀をしても密着するよう
引き締めましょう。

快適な密着抱っこ

ワンポイントアドバイス
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ディディクリックの準備 ( プリタイド）P2 からの続き

ディディクリック 抱っこ

ディディクリックの準備（P2
参照 )が終わったら、ショルー
ストラップを肩にかけます。

背当ての横から手を入れて、顔
の前で合掌し、みぞおち辺りま
で背当てを下げておきます。

① ②

ショルダーストラップの内側を
つかみ、

③

交差します。

ショルダーストラップを前で仮
結びします。

⑤ ⑥

赤ちゃんをげっぷさせる時のよう
に、片方の肩に抱き上げます。背
当ての横から手を入れて、足を迎
え入れます。

赤ちゃんの脚を引っ張るのでは
なく、背当てを引き上げること
で脚を入れます。

赤ちゃんを反対の肩に抱き替え
ます。

① ② ③

反対側と同様に、脚を迎え入
れます。

④

プリタイドの抱き入れ

背当てをもう一度みぞおち辺り
まで下げておきます。

⑦

④

あらかじめ抱き入れる場所を作って準備しておくことをプリタイドといいます。
引き締めの間、赤ちゃんを片手で支える負担が軽減されます。

脚を引っ張らないように気を付けます。お尻の下に布がたまってしまわないよう、背当てをしっかり引き上げるのがポイントです。
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ディディクリック 抱っこ

赤ちゃんを少しずつ中心に下ろ
し、背当てをしっかりと引き上
げます。

お尻の下には布が余らず、深く
座った姿勢です。

⑥

片手で赤ちゃんのお尻を支えな
がら、仮結びをほどきます。片
方ずつショルダーストラップを束
で引き締めます。

反対側も同様に引き締めます。 しっかり密着させるため、部分的
に引き締めていきます。お尻を
支えながら、ショルダーストラッ
プの上部を持ち引き締めます。

① ② ③

続いて中部、下部と３等分をイ
メージして少しずつ引き締めま
す。

④

反対側も同様に引き締めます。
両方のショルダーストラップを
引き締めたら、

束でもう一回引き締めます。 両方引き締めたら、

⑤ ⑥ ⑦

ストラップを脚の下を通し、

⑧

プリタイドの引き締め

プリタイドの抱き入れ

⑦ ⑧

⑤

④

赤ちゃんのお尻はいつも片手で支え、仮結びをほどく際もショルダーストラップがゆるまないように注意してください。
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ディディクリック 抱っこ

プリタイドの引き締め

脚の下で後ろに回します。お尻の下で交差し、

⑨ ⑩

２回結びます。

⑪

完成です。

⑫
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アレンジ

ディディクリック 抱っこ

ヘッドレストを内側に巻いてま
とめます。

赤ちゃんの首元にフィットしてい
るか確認します。

調整紐をループに通します。

① ② ③

両方の布束が太ももから膝裏ま
でをサポートしていることを確
認してください。

赤ちゃんに近い方の布束を広げ
ます。

反対側の布束も同様に広げます。

背中の布の下側を掴み、下へ
引くと背中で布が広がります。

肩の布を広げたりお好みの位置
に調節したりしてください。

④

紐を引いて、固定します。

① ２

首座り前の赤ちゃんや眠ってしまった赤ちゃんはネックサポートを作ると安定します。

ネックサポート

大きくなってきたお子さんや、長時間の抱っこにはショルダーストラップを広げるとより体重分散します。
その際には、ショルダーストラップを赤ちゃんの脚の上〜お尻の下で交差〜脚の下と通してください。

お尻の補強

① ② ③

背中や肩の布束を広げるとさらに体重分散します。

体重分散
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下ろし方

ショルダーストラップの結びを
ほどきます。

ストラップを緩まず、前に回し
ます。

① ②

お尻を支えながら、ストラップ
を外します。背中で外側になっ
ているストラップが先です。

③

その時、もう片方のストラップ
のテンションを保ちながら、手
で赤ちゃんを支えます。

④

そのまま寝かすことができます。

⑤

ディディクリック 抱っこ
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